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「ナ ノ 構 造 」
先 日携 帯電話 を買 い換 え ま した。 ハイ テ ク機 器 には 天敵 の シ ョックと衝撃 を何 度 も与 えて しま って い
たた め、着 信 もま まな らなか った ため です 。不 要 にな った 本体 を引 き取 らせて もらった ので早 速解 体 し
てそ の中 をみ た と ころ、 いた って普通 の い た って複 雑 ・難 解 な電 子 機器 で 、肝心 の受 信用GaAsデ バ イ
スが ど こか さえ分 か らず じまいで した 。細 分化 の進 ん で る技 術分 野 の 中で21世 紀 に 自分 が何 を して い
け るのか ふ と考 え る と、頭 の中 はけ っ こ うあ っけ な く真 っ 白にな って しま って い ます。
今 、実 験 の た め に作製 中のGaAs/AIGaAs基 板 は微 細 部 分 に0.1μm程 度 の精 度 を必 要 と して い ます。
光学 顕 微鏡 で何 とか見 る ことがで きます が、微 細加 工 には走 査型 電 子顕 微鏡 を用 い て電子 ビー ム径 を限
界 まで絞 り込 んで到 達 で きるサ イ ズです 。企 業 の話 しを新 聞 や ホー ム ペー ジで覗 いて み て、0.1μm以
下 の線 幅 を もつ ギ ガ ビ ッ ト級DRAMな どが研 究 段階 を越 え て 自分達 と同 じ様 な行 程 か らす で に量 産 さ
れ て い る ことを知 りま した。 さらにそ れ らの作 動 は当然 なが ら室 温 です 。3時 間 くらいか か って液 体 ヘ
リウム温度 に しな くては測 定 で きな い 自分 の研 究 と企業 の最 先端 技 術 との ギ ャ ップに かな り大 きな もの
を感 じま した。 しか し、素 子 の微細 化 に もかげ りが 見 え始 めて い る よ うです。 従 来 の光 リゾ グラフ ィー
や走 査型 電子 顕 微鏡 を用 いた加 工技術 では ナ ノ メー トルサ イ ズの構造 をつ くるこ とは 困難 だ か らで す。
研 究 室 に新 し く導 入 された 原子 間 力顕 微鏡(AFM)を 初 めて使 った時 、 これ まで の微 細 加工 の 限界
を破 って くれ る可能 性 を感 じま した 。今 は まだ先 の とが った カ ンチ レバ ーで表 面 を なぞ って凹 凸 を見 る
こ と しか して い ませ ん が、 表面 が きれ い に洗 浄 され て いれ ば原 子 像 を と らえ る こと もで き ます 。「小 さ
な ス ケール で もの を見 る こ と=そ の サ イズ で加 工 が で き る こと」 です か ら、 きっと ナ ノメー トル サイ ズ
の構 造 を生 み出 せ るは ずで す。
自分 が用 いて い るGaAs基 板 の二 次 元電 子 チ ャネル は表 面 よ り200nmも 深 い と ころ にあ るた めAFMに よ
る加 工方 法 では十 分 に到 達 しきれな い とい う問題 もあ ります が 、加工 に適 した基板 が 得 られ たの な ら小
ささの 限界 に挑 戦 す るよ うな試 料 を作製 して み た い と考 えて い ます。 と りあ えず 今 実験 中 の試 料 が100
分 の1の サイ ズ にな り人工 格子 とよべ るほ どにな った時 に どん な結果 が測 定 され るのか はや って みな く
て分 か りませ ん。単 な るス ケー ル の縮 小 で な くそれ に伴 った現 象の 多様 さは微細 加工 の もつ魅 力 です 。
超 微 細加 工 の最:少単位 は数 ナ ノメー トル とい う原子 オー ダー です。 完全 に欠陥 の ない半 導体 結 晶格子
が つ くられ て特 定 の部 分だ け をパ ズル の よ うに原 子 を組 み替 えた り、組成 をほ んの少 し変 えた りして ナ
ノ構 造 を作 製 で き るよ うになれ ば、 た った 一つ の電 子 が これ までの 電流 の役割 を持 ち作動 す るよ うな電
子 デ バイ スが登 場 して くるはず です 。1電 子=1ビ ッ トを表 して、 一個 の電 子 が ナ ノメー トル サイ ズの
構造 に出 し入れ され、 回路 の中 を拡散 せず に高速 で伝 導 してい き信号 を伝 え るとい った よ うな ことが起
こるの で しょ う。 そ こで は きっ と新 しい物性 や原 理 が要 求 され てい て、技 術 の進 歩 と一体 化 して 次々 と
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見つ け られて い くので しょ う。
サブ ミク ロソ単位 の 現在 の微細 加 主技 術 が21世 紀 には ナ ノ メニ トル単位 にす っか り変 わ って る くらい
激 し く進歩 を遂 げ るこ とがで き、そ れ に携 わ り貢 献 して い る一 人 で あ りたい と願 って い る と ころで す。
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